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行
財
政
の
改
革
に
は
、
次
の
五
点

を
重
視
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

�
施
策
の
選
択
と
集
中
を
図
り
、

限
ら
れ
た
財
源
や
人
的
資
源
を
有
効

に
再
配
分
す
る
�
市
民
の
視
点
で
、

要
望
や
社
会
の
変
化
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
高
め
る

�
市
民
と
行
政
が
良
き
協
力
者
と
し

て
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
�
目
標
を

明
ら
か
に
し
、
市
民
に
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
た
め
、
計
画
の
策
定
に

は
で
き
る
限
り
目
標
を
数
値
化
し
、

積
極
的
に
公
表
す
る
�
情
報
公
開
制

度
を
拡
充
し
、
事
務
事
業
の
透
明
性

を
高
め
る
。

□
簡
素
で
機
能
的
な
組
織
編
成

市
民
要
望
や
社
会
の
変
化
に
応
じ
、

効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
簡
素
で
機
能
的
な
組
織
に

改
編
し
ま
す
。

□
定
員
管
理
の
適
正
化

行
政
が
対
応
す
べ
き
範
囲
、
施
策

の
内
容
・
手
法
を
改
め
て
見
直
し
ま

す
。
ま
た
、
定
員
管
理
の
適
正
化
を

計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
数
値
目
標

を
掲
げ
、
公
表
し
ま
す
。

□
給
与
な
ど
の
適
正
化

業
務
の
性
格
や
内
容
を
踏
ま
え
、

職
員
給
与
の
適
正
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
福
利
厚
生
事
業
も
点
検
・
見

直
し
ま
す
。

□
職
員
の
意
識
改
革

職
員
の
自
発
性
と
創
造
性
を
生
か

し
、
職
員
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

□
事
務
事
業
の
見
直
し

行
政
が
関
与
す
る
必
要
性
や
業
務

の
効
率
性
な
ど
か
ら
、
事
務
事
業
の

進
め
方
を
見
直
し
ま
す
。

□
民
間
委
託
な
ど
の
推
進

民
間
委
託
な
ど
を
推
進
す
る
観
点

か
ら
事
務
事
業
を
点
検
し
た
上
で
、

指
針
や
計
画
を
策
定
。
委
託
す
る
際

は
透
明
性
の
確
保
、
個
人
情
報
保
護

や
守
秘
義
務
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

□
外
郭
団
体
の
見
直
し

外
郭
団
体
の
事
業
内
容
や
経
営
状

況
、
公
的
支
援
に
つ
い
て
、
団
体
の

統
廃
合
も
含
め
た
見
直
し
を
進
め
ま

す
。

□
電
子
自
治
体
の
推
進

既
存
の
内
部
管
理
シ
ス
テ
ム
を
見

直
し
、
意
思
決
定
と
実
行
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
窓

口
で
電
子
申
請
を
導
入
す
る
ほ
か
、

市
民
と
行
政
が
情
報
を
や
り
と
り
し

て
、
市
民
要
望
の
把
握
や
協
力
体
制

の
構
築
に
役
立
て
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

□
権
限
の
移
譲

県
か
ら
本
市
へ
の
事
務
権
限
の
移

譲
に
つ
い
て
、
財
源
や
人
員
に
配
慮

し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

大
綱
を
策
定
す
る
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
の
意
見

を
募
集
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
と
今
回
策
定
し
た
大
綱
は
、

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
の
ほ

か
、
大
胡
・
宮
城
・
粕
川
各
支
所

の
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
十
二
月

十
五
日
�
ま
で
は
各
地
区
公
民
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

□
安
定
し
た
健
全
な
財
政
基
盤
の
確

立
自
立
性
の
高
い
行
財
政
運
営
を
図

る
た
め
、
歳
入
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

□
施
策
の
総
点
検
と
重
点
化

事
務
を
効
率
的
に
行
い
、
徹
底
し

て
経
費
を
削
減
。
施
策
を
総
点
検
し

て
重
点
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

□
上
下
水
道
事
業
の
健
全
化

民
間
的
経
営
手
法
の
導
入
を
行
い

ま
す
。
中
長
期
的
な
経
営
計
画
・
経

営
目
標
を
決
め
、
そ
れ
に
対
す
る
実

績
の
評
価
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

□
補
助
金
な
ど
の
整
理
合
理
化

各
種
団
体
へ
補
助
金
の
必
要
性
、
費

用
対
効
果
、
経
費
負
担
の
あ
り
方
な

ど
を
検
証
。
市
民
へ
説
明
す
る
と
と

も
に
計
画
的
に
見
直
し
ま
す
。

□
公
共
工
事
の
適
正
化

入
札
・
契
約
に
つ
い
て
、
情
報
の

公
開
を
進
め
、
さ
ら
な
る
適
正
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

□
市
民
と
行
政
の
協
働

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
が
市
民
で
あ

る
と
い
う
原
点
に
戻
り
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
自
主
的
な
参
加
と
協
力
を
促

し
ま
す
。

□
政
策
決
定
過
程
へ
の
市
民
参
加

政
策
決
定
過
程
の
情
報
を
積
極
的

に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市
政
に
対

し
て
意
見
を
述
べ
た
り
提
案
し
た
り

す
る
機
会
を
確
保
し
ま
す
。

□
効
率
的
で
効
果
的
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
社
会
の
担
い

手
と
協
働
し
、
効
率
・
効
果
的
な
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

□
民
間
活
力
の
導
入

効
率
性
・
専
門
性
が
発
揮
で
き
る

も
の
は
民
間
委
託
や
民
営
化
を
進
め

ま
す
。

□
市
民
へ
の
説
明
責
任

行
政
の
透
明
性
を
一
層
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
公
正
を
確
保
。
質
の

高
い
行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

大綱のあらまし 

・住民と行政の協働のまちづくり推進                     
・限られた財源の重点化と行政の効率化                     
・行政課題と市民要望への対応 

市政運営の方向性 

自立性の高い市政運営のため 
 行財政基盤の強化が必要 

・施策の選択と集中による重点化                                                           
・サービス利用者である市民の視点          
・市民と行政の協働 
・数値目標の拡充と積極的な公表 
・公正性と透明性の向上 

・簡素で機能的な組織編成 
・定員管理の適正化 
・給与などの適正化 
・職員の意識改革 
・事務事業の見直し 
・民間委託などの推進 
・外郭団体の見直し 
・電子自治体の推進 
・権限の移譲 

・安定した健全な財政基盤 
　の確立 
・施策の総点検と重点化　 
・上下水道事業の健全化 
・補助金などの整理合理化 
・公共工事の適正化 

・市民と行政の協働 
・政策決定過程への市民 
　参加 
・効率的で効果的な市民 
　サービスの提供  
・民間活力の導入 
・市民への説明責任 

趣　旨 

重点事項 

取り組み 

姿　勢 

行政運営の改革 市民協働 自立性の高い財政運営の確保 

推　進 
・大綱に基づく実施計画の策定    
・新行財政運営推進懇談会へ報告    
・進ちょく状況を市民に積極的に公表    
・大綱の内容に限定せず、常に新 
　たな視点で改革 
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こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
自
立
性
の
高
い
市
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運
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を
進
め

て
い
く
に
は
、
行
財
政
基
盤
を
強
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新
た
な
視
点
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こ
と

て
い
く
に
は
、
行
財
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、
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た
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視
点
を
持
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こ
と
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で
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。
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、
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踏
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新たな「行財政改革大綱」が 策定されました

姿
勢
や
方
向

具
体
的
な
改
革

◆
運
営
方
法
見
直
し

◆
自
立
性
を
高
め
る

◆
市
民
と
と
も
に

ご
覧
く
だ
さ
い

情
報
コ
ー
ナ
ー
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

市役所の情報公開コーナー


